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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月23日(2021.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリヌクレオチドを抗生物質耐性微生物に導入するための送達ビヒクルであって、
ここで、前記送達ビヒクルは、微生物に抗生物質耐性を付与する酵素をコードする少なく
とも１つの抗生物質耐性遺伝子を有するＤＮＡの不活性化のための組換えポリヌクレオチ
ドを含み、そしてここで前記組換えポリヌクレオチドは、複数のＲＮＡガイド分子を有す
るか又は転写する、クラスター化して規則的な配置の短い回文配列リピート（ＣＲＩＳＰ
Ｒ）アレイ核酸配列を含み、ここで各ＲＮＡガイド分子は、ＣＲＩＳＰＲ関連（Ｃａｓ）
ＤＮＡ結合ポリペプチド又はその機能性同等物又はその修飾物の存在下で前記少なくとも
１つの抗生物質耐性遺伝子を標的化かつ不活性化し、それにより前記微生物を抗生物質に
対して敏感化するために、前記少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子の標的ＤＮＡ配列と
充分に相補的なスペーサー配列を有し、ここで各ＲＮＡガイド分子は、前記ＣａｓＤＮＡ
結合ポリペプチド又はその機能性同等物又はその修飾物の前記少なくとも１つの抗生物質
耐性遺伝子への結合を媒介し、そしてここで前記送達ビヒクルは、プラスミド（例えば接
合プラスミド又は他のプラスミドレプリコン）、ヌクレオチドベクター、直鎖状２本鎖Ｄ
ＮＡ、非毒性バクテリオファージ及び溶原性バクテリオファージから選択される、
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前記送達ビヒクル。
【請求項２】
　前記ＣａｓＤＮＡ結合ポリペプチド又はその機能性同等物又はその修飾物をコードする
核酸配列を更に含む、請求項１に記載の送達ビヒクル。
【請求項３】
　前記ＣａｓＤＮＡ結合ポリペプチドがＣａｓ９又はその機能性同等物若しくは修飾物で
ある、請求項１または２に記載の送達ビヒクル。
【請求項４】
　病原性に関与する遺伝子、又は微生物代謝の他の側面に関与する遺伝子、例えばバイオ
フィルム産生のための細菌の代謝に関与する遺伝子、を標的とするＲＮＡガイド分子を更
に含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の送達ビヒクル。
【請求項５】
　前記ＣＲＩＳＰＲアレイ核酸配列が追加のＲＮＡガイド分子を有するか又は転写し、こ
こで各ＲＮＡガイド分子は、少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子又は１又は複数の追加
の抗生物質耐性遺伝子の標的配列と充分に相補的なスペーサー配列を含む、請求項１～４
のいずれか１項に記載の送達ビヒクル。
【請求項６】
　前記ＣＲＩＳＰＲアレイ核酸配列が１又は複数のＲＮＡガイド分子を有するか又は転写
し、ここで各ＲＮＡガイド分子は、１又は複数のベータラクタマーゼ遺伝子の標的配列と
充分に相補的なスペーサー配列を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の送達ビヒク
ル。
【請求項７】
　前記１又は複数のＲＮＡガイド分子が、ＮＤＭ、ＶＩＭ、ＩＭＰ、ＫＰＣ、ＯＸＡ、Ｔ
ＥＭ、ＳＨＶ、ＣＴＸ、ＯＫＰ、ＬＥＮ、ＧＥＳ、ＭＩＲ、ＡＣＴ、ＡＣＣ、ＣＭＹ、Ｌ
ＡＴ、及びＦＯＸからなる群から選択される遺伝子の１又は複数、又は全てを標的とする
、請求項６に記載の送達ビヒクル。
【請求項８】
　前記又は各ＲＮＡガイド分子が自身のプロモーター配列から転写される、請求項１～７
のいずれか１項に記載の送達ビヒクル。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子が、染色体上、又は、プラスミド若しくはバ
クテリオファージを含む染色体外複製性ＤＮＡ分子（レプリコン）上に位置する、請求項
１～８のいずれか１項に記載の送達ビヒクル。
【請求項１０】
　前記微生物に選択的利点を付与する遺伝子をコードするヌクレオチド配列を更に含む、
請求項１～９のいずれか１項に記載の送達ビヒクル。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の送達ビヒクルを含む組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、医薬組成物；非病原性微生物、例えば共生細菌、例えばプロバイオティ
クス製剤中の共生細菌；又は栄養補助食品である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　局所、経腸、又は非経口投与のために製剤化される、請求項１１又は１２に記載の組成
物。
【請求項１４】
　医薬として使用される、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組換えポリヌクレオチドのＲＮＡガイド分子により標的とされる抗生物質耐性遺伝
子を含む抗生物質耐性微生物により引き起こされる感染症の治療又は予防における使用の
ための、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の組成物。
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【請求項１６】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の送達ビヒクルを微生物に導入することを含む、
抗生物質耐性微生物中の抗生物質耐性を不活性化する方法。
【請求項１７】
　請求項１～１０のいずれか１項で定義される組換えポリヌクレオチドを含む宿主細胞。
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